
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 5 月 21 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）：BMP による歯槽骨の形成量は、移植床の骨の幅に影響を受け、

幅が大きいほど形成量が大きいことが明らかになった。歯根膜細胞は象牙質を認識して付

着を形成するが、その付着様式は多様であり、必ずしも結合組織性付着を形成するとは限

らない。さらに BMP の添加によって結合組織性付着の増加は生じない可能性が示唆され

た。 

 

研究成果の概要（英文）：The width of residual bone was one of the clinical host factors 

which affected bone regeneration following BMP-implantation. However, it did not affect 

connective tissue attachment, cementum regeneration and downgrowth of junctional 

epithelium. PDL cells that recognize and attach to dentin, don’t form connective tissue 

attachment always. BMP also increased by the addition of connective tissue attachment 

may occur is suggested. 
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１．研究開始当初の背景 

歯周炎によって失われた歯周組織の再生に、

歯根膜細胞が重要な役割を果たすと考えら

れている。そこで、罹患歯を摘出して in 

vitro において歯根膜由来細胞を歯根全面

に増殖させた後、歯の移植を行って結合組

織性付着の獲得を狙う新しい治療法の開発

に向けて研究をおこなってきた。 

これまで、摘出歯を in vitro で培養をおこ

なうと、残存歯根膜由来の増殖細胞は、歯

根膜の特徴を維持したままルートプレーニ

ング面を被覆する。また残存歯根膜は、培

養後に移植を行っても歯根膜様組織を形成

したので、培養の影響を受けにくいことを、

基礎的研究を行って明らかにした。 

続いて、培養した歯の移植後の治癒形態に

ついて、摘出歯の歯冠側４mm の歯根膜を

除去した罹患歯モデルを用いて、組織培養

後に移植を行って検索した結果、移植後初

期の治癒形態は、ルートプレーニング面の

セメント質形成はわずかであったが、根面

と平行に走行する線維のアダプテーション

を形成しており、培養歯根膜細胞が上皮の

根尖側移動を抑制して、骨性癒着も抑制し

た。しかし、歯槽骨の形成は移植窩洞内部

には認められるものの、歯冠側に再生する

事はほとんど認められなかった。移植歯周

囲の歯槽骨の再建が、重度歯周炎罹患歯の

ように歯槽骨吸収が大きい場合には必要と

考えられる。 

歯槽骨の再建について、我々はかねてより、

ＢＭＰが水平性骨欠損部においても歯槽骨

を歯冠側に形成しうること、さらにＢＭＰ

は歯根膜が形成される部位には骨性癒着を

生じないことを明らかにした。またＢＭＰ

と根面との間にスペーサー膜を利用するこ

とによって、セメント質の形成を伴う歯根

膜が再生することを報告して、歯周組織再

生におけるＢＭＰの有効性について明らか

にしてきた。 

これらのことより、考案した治療法を発展

させるべく、in vitro において歯根膜由来

細胞を歯根全面に増殖させた後、ＢＭＰと

ともに歯の移植を行って、重度歯周炎罹患

歯の歯周組織再生をねらう新しい治療法を

考案した。 

 

 

２．研究の目的 

(1)BMP による歯槽骨再建量の検索 

 

(2)培養歯根膜細胞の歯根膜形成能の検索 

 

(3)象牙質表面に播種した培養歯根膜細胞

に与える BMP の影響の検索 

 

 

３．研究の方法 

(1)ビーグル犬の小臼歯周囲に歯槽骨を４

ｍｍ切除した骨欠損モデルを作成して、３

ｍｍの高さに rhBMP2 を移植した。BMP2

による歯槽骨形成量を高さと量とで計測し

た。歯槽骨形成量に対する移植部位および

残存骨の幅の影響を検索した。 

 

(2)ラットの歯根膜、口蓋歯肉、大腿骨骨髄

から採取した各細胞を培養した。各培養細

胞と象牙質を一緒に背部皮下に移植した。

象牙質表面の形成組織を病理組織学的に観

察した。 

 



(3)ビーグル犬の前歯から歯根膜細胞を採
取、培養した。培養細胞を採取した同じ宿
主に５ｍｍの骨および歯根膜、セメント質 
 

を除去した欠損モデルを作成し、培養歯根

膜細胞とその外側に BMP を移植した。歯

周組織の治癒、再生組織について病理組織

学的に観察した。 

 

 

４．研究成果 

(1) rhBMP2 によって歯槽骨は形成され、

その量は、残存歯槽骨の幅が大きいほど高

く、再生量も多くなる。 

 

(2) 根面の結合組織性付着量と rhBMP2に

よる歯槽骨の形成量は相関しない 

 

(3)培養歯根膜細胞、歯肉細胞、骨髄細胞と

もに象牙質を認識する。培養歯根膜細胞は

象牙質を吸収せず、部分的に象牙質のコラ

ーゲン器質と結合する 

 

(４)培養歯根膜細胞はＢＭＰとともに移植

すると、歯槽骨の形成量は増加傾向を示す

が、結合組織性付着量に大きな差は見られ

ない傾向にある 
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